
朝霧高原トレイルランニングレース大会（２０１４年） 
環境等対応計画書 

 
Ⅰ 大会とコースの概要 
本大会のコースは、スタート後約 4km を車道・林道に沿って走り、麓にて東海自然歩道に入る。東

海自然歩道は、国立公園特別地域と普通地域の境界にあたり、コースは両地域をまたぐ。また 2012 年
より富士山自然学校渡辺長敬氏の助言により、竜ヶ岳東の登山道の希少植物に配慮し、スポーツセンタ

ーの南を回り、竜ヶ岳に直登するコースに変更した。本栖スポーツセンター南側にもやはり希少種が存

在するが、比較的道幅が広いこと、平地でランナーの管理がしやすいことから、この部分を追い越し禁

止として対応した。これによって同地での植生への影響を指摘した自然保護関係者（富士山自然学校代

表渡辺長敬氏）の理解も得た。なお、スポーツセンター周辺は第二種特別地域となっている。 
今回 2014年のレースは、９月７日（日）に開催される。申込者は全部で 760名であるが、例年の不

参加率の考えると、定員の 700名を上回る可能性は低い。このうちロングは 442名、ミドルは 210名、
ショートは 108 名の参加予定である。コース管理図（付録）の 9.1km 地点までは、ロング・ミドルと
もに通過するが、いずれも往復通過するので、のべ通過数は、1304 名近くなる。A 沢以北のループ部
分はロングのみの通過である。したがって、自然度の高い A沢以北のトレイルでは通過人数は 442名以
内となる。 
 
Ⅱ これまでの大会開催による周辺環境等への影響について 
１．土壌への影響 

 過去４回開催された朝霧高原トレイルランニングレース（以下朝霧高原 TRR）では、レース前後の
土壌硬度や植生状況を記録してきた（詳細は過年度報告書を参照）。また、2012年には、トレイルの横
断面に沿った調査を実施した。昨年度のレースについては、レース後半からある程度の雨が降った関係

で、事後の調査は実施しない項目があったが、これまでの調査結果からは、本レースのコースでは、ト

レイルの荒廃の一要件である裸地化や土壌の硬化が進んでいるとは考えられない。 
 一方、雨天あるいは雨天後には路面が荒れる場所も見られた。朝霧高原 TRRでは、2011年に雨が降
ったものの豪雨のためコースを短縮したので、路面への影響は大きくなかったが、場所によっては一時

的に荒れた様子が見られた。2013 年においても同様に、一部の路面は荒れた様子が見られた。今後、
これらの箇所の変化について注意深く追跡することが必要だと考えられる。 
 
参考：地点５(5.0km地点)：事前（上）と事後（下）の様子（2013年報告書より） 

   
事後 



  
 
 
２．植生への影響 
 事前事後に写真を撮る形で植生への影響調査を行った。今回新たに調査エリアに加えたスポーツセン

ター周囲でも、事前事後の変化が顕著に見られたところはなかった。しかし、降雨のため、事後トレイ

ルの広がりが疑われる箇所は見られた。なお、コドラート法による写真撮影は行なったが、ブラウン・

ブラウケ法による評価は実施できなかった。 
 
３．ごみ 
 プログラムの掲載や直前の啓発は継続しているが、ゴミは少ないながら毎年発生している。内容を見

るとサプリやアメの袋が多いことから、故意に捨てたと思われるゴミは少なく、ほとんどが誤って落と

したものと思われる。ごみについては、スイーパーや誘導員がレース後回収している。 
 
４．希少な動植物について 
 東海自然歩道等コース上において「ヤマトナデシコ」「キスミレ」「ノハナショウブ」「アサマフウロ」

等が認めら、これらは根原地区において保全が図られている。これらの植物種については、コース周辺

に生息するものではなく、レース開催による影響はない点、動物・鳥類についても、繁殖期を外れるこ

となどもあり、レース開催について問題はないというコメントを、富士宮市在住の渡辺定元氏（元東京

大学農学部、農学博士）より得た。また、竜ヶ岳東の登山道にはヒメハッカなどの希少植物、本栖スポ

ーツセンター南側にもやはり希少種が林床に存在する。コースのある竜ヶ岳周辺の貴重な植物種につい

ては、付録２参照のこと。 
 
５．構築物 
 レースのために永続的に残るような構築物や、地面に影響を与える構築物を設置する予定はない。竜

ヶ岳の登山道入り口、A沢貯水池においてはエイドステーションを設置するが、いずれも道の路肩に机
のみが設置されるので、周囲の環境への影響は少ないと考えられる。 コース途中には、開催前の火曜

日より概ね 50-100m おきに赤白テープおよび誘導看板を設置し、レース後は直ちに撤収する。また誘

導看板については、コース管理図に示すコースの分岐点周辺に設置する。 
 
Ⅲ 環境等対応計画について 
 実態を踏まえ、以下のように自然環境等への配慮をした運営を行う。 
 
１．コースについて 
竜ヶ岳東の登山道の希少植物に配慮し、本栖スポーツセンターを南に回るコースを引き続き利用する。

本栖スポーツセンター南側にもやはり希少種が林床に存在するが、比較的道幅が広いこと、平地であり、

ランナーの管理がしやすいこと、この部分を追い越し禁止とする。 
 



２．コース管理について 
①これまでの各種調査の結果より、700名が通行する影響は雨天時を除くと大きくないことが予測され
るが、コースの現状を確認の上、影響が予測される場所においては、土地所有者又は管理者と協議の上、

必要に応じて予防措置を講じる。 
② 大会後に、歩道や構造物について点検し、必要に応じて地権者の許可を得て補修を行う。 
③ 引き続き、環境への影響を土壌硬度、ブラウン・ブランケの方法による植生調査、トレイルの横断

面形状、等についての調査を行う。また、全般的に目視による荒れの程度を把握する。調査はレース前

週とレース当日ないし翌日に実施し、レース事前事後の変化を確認する。 
場所については環境管理計画図（付録１）のとおりであるが、自然保護課の指摘を受け、平成２５年

度の調査に比べて調査箇所を増やすこととした。 
 調査内容の概要は以下のとおりである。 

区間／地点 特徴 調査概要 
１(17.2km) スポーツセンター北側希少種が存在

するとの指摘がある 
誘導員の配置と追い越し禁止の措置。 
写真による植生状況の把握 

２（12km前後） 桟道などの木製構造物の存在 写真による影響の把握 
３(9.7km) 一定の傾斜があり、トレイルの縦侵食

がすでに進んでいる 
横断面の形状測量（複数個所） 

５ （ 4.5km ～

5km） 
草地脇の軽車道、森の中のトレイル

（側方傾斜あり）、牧場脇の草地のト

レイル 

土壌硬度の測定と写真による植生状況と路

面状況の把握 

７ （ 18km ～

21km） 
竜ヶ岳をはさんだ登りおよびくだり

の登山道。コース中最も自然度が高い 
＊ブラウン・ブラウケ法による植生調査（外

部委託）、写真による植生状況と路面状況の

把握、土壌硬度の測定 
 
 
３．レースの運営について 
①雨天時への対応 

 雨天時には路面の荒れがトレイルの性質によっては発生しやすい。このため、一定量の雨量が予想さ

れる場合には、A沢または、往路 7.1km地点で折り返すコースに短縮実施する。Ａ沢までの区間は、舗

装・ダート区間が多いこと、トレイルが比較的しっかりしていることなどから、雨天による影響につい

ては問題ないと考えられる。 

②競技の中止等 

レース前、あるいは途中でも、天候の悪化などで主催者の判断で競技を中止することがある。なお競

技の中止は、前日２０時の時点での天候と天気予報により決定する。また当日の天候状況、トレイルの

状況、それまでの雨量を踏まえて、概ね朝６時に、競技の中止、コース短縮等を決定する。 

③自然環境（主として植生）への影響についての対策 

路傍の植生保全のため、参加者には４．に示すような走行上の注意について周知するとともに、ショ

ートカットやはみ出しによる植生への影響が懸念される場所については、スタッフが巡回し注意を促す

とともに、物理的なバリアを張るなどの対策を取る（付録１参照） 

④設置物について 

誘導テープと誘導プレート（Ａ３サイズ。総数約 40）については、直前に設置し、当日レース後に確

実に回収する。誘導テープについては概ね 30-50m に１本を設置する。また誘導看板については、コー

ス管理図のコース分岐地点に設置する。 

⑤故意ではないごみの残置が多いことから、プログラムや当日、ごみを捨てないとともに、誤って落と



すことがないような啓発を継続する。 

⑥エイドステーション周辺も含めて、ゴミについてはスタッフが回収する。 

⑦地元住民への説明と挨拶 

 コースに関わる、富士宮市の根原区・麓区・富士丘区・猪之頭区、各区長へ説明と挨拶を行い、承諾

をえた。各区長を通して回覧版にて大会概要・使用コースを地域住民へ周知を図った。またコース上に

位置する富士宮市立井之頭中学校へも説明と挨拶を行った。 
 

⑧関係行政機関への連絡と調整 

 大会の実施に際し、以下の関係行政機関へ連絡と調整を行った。 
・静岡県関係：環境省沼津自然保護官事務所、静岡県くらし・環境部環境局自然保護課、静岡県文化・

観光部観光交流局観光政策課、富士宮市観光課、富士宮市都市整備部管理課、富士宮市花と緑と水の課、

富士宮市上井出出張所、富士宮市上井出財産区、富士宮市振興公社、富士宮警察署、富士宮市消防本部、

富士開拓農業協同組合。 
・山梨県関係：環境省富士五湖自然保護官事務所、山梨県観光部観光資源課、山梨県東部林務環境事務

所森づくり推進課・県有林課、富士河口湖町観光課、富士河口湖町環境課、富士吉田警察署、富士五湖

消防本部。 
 
４．参加者への告知事項 
 参加者に以下のような注意事項をプログラム、当日の会場掲示、スタート時の注意により告知、徹底

を図る。 

①ゴミの廃棄やトレイルのショートカット、その他自然保護に反する行為を禁止し、逸脱があった場合、

失格その他のペナルティーを科す。 
②昨年よりエイドの給水では、マイカップ利用を原則とし、紙コップの廃棄量を抑制した。本年度も継

続する。 
③ハイキング・トレイルランニング用のストック杖の利用を禁止する。 
④幅が狭い区間等での速度の違うランナーへの配慮と、譲り合いの精神、他の活動者への配慮を求める

（特に挨拶と声かけ）。 
 
５．報告書の提出 
大会終了後には、コース全体の状況、植生と土壌硬度、トレイル横断面の測定、ごみの状況からなる

報告書を提出するとともに、抜粋をウェブで公開する。 



付録１：コース管理計画（必要部分のみ抜粋） 
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１．植生調査

２．構造物（木橋）の破壊調査

３．横断面の侵食調査
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